
   鹿沼市景観条例施行規則  

 （趣旨）  

第１条 この規則は、鹿沼市景観条例（平成２６年鹿沼市条例第２４号。以下「条

例」という。）第１８条の規定に基づき、条例の施行に関し必要な事項を定めるも

のとする。  

 （景観計画区域内における行為の届出）  

第２条 景観法（平成１６年法律第１１０号。以下「法」という。）第１６条第１項

の規定による行為の届出は、景観計画区域内行為（変更）届出書（様式第１号。

以下「届出書」という。）に景観法施行規則（平成１６年国土交通省令第１００号。

以下「省令」という。）第１条第２項及び次項に掲げる図書を添えて行うものとす

る。  

２ 条例第１０条第２項の規則で定める図書は、次に掲げるものとする。  

(1) 建築等又は建設等（次号の開発行為に係るものを除く。）にあっては、次に掲

げる図書 

ア 建築物の各階又は工作物について、方位、縮尺、寸法及び開口部の位置を

表示した縮尺１００分の１以上の平面図 

イ 届出に係る建築物又は工作物及び周囲の景観を着色して表示した透視図 

ウ 隣接する道路の位置及び幅員を表示した縮尺１００分の１以上の図面 

エ 当該敷地内の植栽の位置、高さ及び種類を表示した縮尺１００分の１以上

の図面 

(2) 都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第４条第１２項に規定する開発行

為（以下この号において「開発行為」という。）にあっては、次に掲げる図書  

ア 方位及び縮尺、付近の土地の利用状況、隣接する道路の位置及び幅員並び

に開発行為の区域を表示した現況図  

イ 開発行為の前後における土地の状況及び縮尺を表示した縦横断図  

ウ 開発行為後の措置及び緑化計画を表示した縮尺１００分の１以上の設計図

又は施行方法を明らかにする図面  

３ 法第１６条第２項の規定による変更の届出は、届出書に第１項の図書のうち、

当該変更に係るものを添えて行うものとする。  

４ 届出書並びに第１項及び前項の図書は、それぞれ正副２部を届け出るものとす

る。  

 （勧告）  

第３条 法第１６条第３項の規定による勧告は、景観計画区域内における行為に関

する勧告書（様式第２号）により行うものとする。  



 （公表）  

第４条 条例第１５条第１項の規定による公表は、市役所及び出張所の掲示場に掲

示するほか、市広報への掲載その他の市長が適当と認める方法により行うものと

する。  

２ 条例第１５条第２項の意見を述べる機会は、鹿沼市行政手続条例（平成９年鹿

沼市条例第１６号）第３章第３節の規定により付与するものとする。  

 （身分証明書）  

第５条 法第１７条第８項及び第２３条第３項並びに第３２条第１項において準用

する法第２３条第３項の身分を示す証明書は、それぞれ特定届出対象行為の原状

回復等に係る身分証明書（様式第３号）、景観重要建造物の原状回復等に係る身分

証明書（様式第４号）及び景観重要樹木の原状回復等に係る身分証明書（様式第

５号）とする。  

 （適合通知等）  

第６条 市長は、法第１６条第１項又は第２項の規定による届出の内容が、景観計

画に適合すると認める場合は、速やかに景観計画区域内行為（変更）届出適合通

知書（様式第６号）により、その旨を当該届出をした者に通知するものとする。  

２ 市長は、法第１８条第２項の規定より同条第１項に規定する期間を短縮する場

合は、景観計画区域内行為（変更）届出適合通知書にその旨を記載して、届出を

した者に通知するものとする。  

 （景観重要建造物等の標識）  

第７条 法第２１条第２項の標識は、鹿沼市景観重要建造物指定標識（様式第７号）

とする。  

２ 法第３０条第２項の標識は、鹿沼市景観重要樹木指定標識（様式第８号）とす

る。  

３ 前２項の標識は、良好な景観を妨げず、かつ、公衆の見やすい場所に設置する

ものとする。  

 （審議会の組織）  

第８条 鹿沼市景観審議会（以下「審議会」という。）に会長及び副会長１人を置き、

委員のうちから互選する。  

２ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。  

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、そ

の職務を代理する。  

 （審議会の運営）  

第９条 審議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。  



２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決することができ

ない。  

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会

長の決するところによる。  

４ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求めることができ

る。  

５ 審議会の庶務は、都市建設部において処理する。  

６ この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議

会に諮って定める。  

（補則）  

第１０条 この規則に定めるもののほか、条例の施行に関し必要な事項は、市長が

別に定める。  

   附 則  

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。  

２ この規則の施行後最初に開かれる会議は、第９条第１項の規定にかかわらず、

市長が招集する。  



様式第１号（第２条関係）  

（表面）  

景観計画区域内行為（変更）届出書  

 

年  月  日  

鹿沼市長    様  

                      （〒        ）  

住所  

届出者 氏名  

電話（  ）   －  

（法人等にあっては、名称及び代
表者の氏名並びに主たる事務所
又は事業所の所在地）  
 

景観法第１６条第１項又は第２項の規定により、次のとおり届け出ます。  

届 出 区 分  新規      変更  

行為の場所   

行為の期間  着手予定日      年  月  日 完了予定日     年  月  日 

行為の種類  

※１  

□ 建築物  

用 途   

行為区分  
新築・増築・改築・移転  

外観を変更する修繕・模様替え・色彩変更  

□ 工作物  

種 類   

用 途   

行為区分  
新築・増築・改築・移転  

外観を変更する修繕・模様替え・色彩変更  

□ 開発行為  用 途   

届出の内容に

係る照会先 

※２  

（〒        ）  

住所  

氏名  

電話（  ）   －  

そ の 他  

参 考 事 項  

※３  

 

受付  

 

備考 １ 「行為の種類」の欄は、該当する□にレ印を付け、「行為区分」の欄の該

当する行為区分を○で囲んでください。  

   ２ 「届出の内容に係る照会先」の欄は、届出者以外の者（設計者、工事施

行者等）への照会を希望する場合に記入してください。  

   ３ 「その他の参考事項」の欄は、この届出に係る行為について他の法令等

による許認可等が必要な場合にその旨を記入してください。



（裏面）  

備考 １ 「仕上材料」の欄は、表面仕上げの材料名を詳しく記入してください。また、

建築物については、その素材ごとの面積を併せて記入してください。 

例：日本瓦、小口タイル、波形スレート等  

   ２ 「色彩」の欄は、主たる部分についての色調を記入するとともに、日本

工業規格に従いマンセル値を記入してください。また、建築物については、

その色彩に係る部分の面積を併せて記入してください。  

     例：濃い茶色（５ＹＲ３／３）、雨水茶色（Ｎ８）、淡い緑色（１０Ｇ６／２） 

   ３ 「構造」の欄は、木造、鉄筋コンクリート造等の別を記入してください。  

   ４ 「工作物」の欄の「高さ」の欄は、当該工作物の高さを記入してくださ

い。建築物と一体となって設置される工作物については、括弧書きで地盤

面から当該工作物の上端までの高さを併せて記入してください。  

   ５ 既に届出をした行為の変更について届け出る場合は、当該変更に係る事

項の「届出部分」の欄に変更後の内容を記入し、変更前の内容については、

同欄に括弧書きで記入してくだい。  

   ６ この届出書には、行為の種類に応じて、景観法施行規則第１条第２項及

び鹿沼市景観条例施行規則第２条第２項に掲げる図書を添付してください。 

   ７ 各欄に記入し切れない事項は、添付する図書に詳しく記入してください。

行

為

の

施

行

内

容  

建 築 物  

区 分  届 出 部 分  既 存 部 分  合 計  

敷 地 面 積    ㎡  

建 築 面 積  ㎡  ㎡  ㎡  

延 床 面 積  ㎡  ㎡  ㎡  

高 さ  ｍ  ｍ   

外  

 

 

観  

屋

根  

仕上材料 ※１  ㎡   ㎡   

色  彩 ※２  ㎡   ㎡   

外

壁

等  

仕上材料 ※１  ㎡   ㎡   

色  彩 ※２  ㎡   ㎡   

構 造 ※３    造 階建    造 階建   

工 作 物  

区 分  届 出 部 分  既 存 部 分  合 計  

築 造 面 積  ㎡  ㎡  ㎡  

高 さ ※４  ｍ  ｍ   

外

観  

仕 上 材 料 ※１    

色   彩 ※２    

構 造 ※３     

開 発 行 為  
目            的  面 積  

 ㎡  



様式第２号（第３条関係）  

第    号  

  年  月  日  

 

         様  

 

 鹿沼市長         印  

 

 

景観計画区域内における行為に関する勧告書  

 

 

    年  月  日付けで届出のあった行為は、鹿沼市景観計画景観形成基準

に定められた行為に関する制限に適合しないと認められるので、景観法第１６条第

３項の規定により、次のとおり必要な措置を講ずることを勧告します。  

 

１ 勧告の対象となる行為  

 (1) 行為を行う場所 

 (2) 行為の種類 

 

２ 勧告の内容  

 

 

３ 鹿沼市景観計画景観形成基準に適合しない事項及びその理由  

 

 

４ 履行期限      年  月  日  

 

 

５ 報告期限      年  月  日  

 

 

 

６ その他  

 (1) この勧告に従い必要な措置を講じた場合又は不明な点がある場合は、都市建

設部   課（電話     ）までご連絡ください。



様式第３号（第５条関係） 

（表面） 

第    号  

特定届出対象行為の原状回復等に係る身分証明書 

 

 

所 属 

職 名 

氏 名 

 

 

 

 上記の者は、景観法第１７条第６項の規定による原状回復等又は同条第７項の

規定による立入検査若しくは立入調査を行うことができる職員であることを証

明する。 

    年  月  日 

鹿沼市長         印  

 

有効期限：    年  月  日まで 

（裏面） 

   景観法（抜粋）  

 （変更命令等）  

第１７条 第１項から第５項まで 略  

６  前項の規定により原状回復又はこれに代わるべき必要な措置（以下この条において「原

状回復等」という。）を命じようとする場合において、過失がなくて当該原状回復等を命ず

べき者を確知することができないときは、景観行政団体の長は、その者の負担において、

当該原状回復等を自ら行い、又はその命じた者若しくは委任した者にこれを行わせること

ができる。後段略  

７  景観行政団体の長は、第１項の規定の施行に必要な限度において、同項の規定により必

要な措置をとることを命ぜられた者に対し、当該措置の実施状況その他必要な事項につい

て報告をさせ、又は景観行政団体の職員に、当該建築物の敷地若しくは当該工作物の存す

る土地に立ち入り、特定届出対象行為の実施状況を検査させ、若しくは特定届出対象行為

が景観に及ぼす影響を調査させることができる。  

８  第６項の規定により原状回復等を行おうとする者及び前項の規定により立入検査又は立

入調査をする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人の請求があった場合において

は、これを提示しなければならない。  

 備考 用紙の大きさは、縦５５ミリメートル、横８５ミリメートルとする。 

 

 

 

 

 

 

写 真  

 

  契印  



様式第４号（第５条関係） 

（表面） 

第    号  

景観重要建造物の原状回復等に係る身分証明書 

 

 

所 属 

職 名 

氏 名 

 

 

 

 

 上記の者は、景観法第２３条第２項の規定による原状回復等を行うことができ

る職員であることを証明する。 

    年  月  日 

鹿沼市長         印  

 

有効期限：    年  月  日まで 

（裏面） 

   景観法（抜粋）  

（原状回復命令等）   

第２３条 略  

２  前項の規定により原状回復又はこれに代わるべき必要な措置（以下この条において「原

状回復等」という。）を命じようとする場合において、過失がなくて当該原状回復等を命ず

べき者を確知することができないときは、景観行政団体の長は、その者の負担において、

当該原状回復等を自ら行い、又はその命じた者若しくは委任した者にこれを行わせること

ができる。後段略  

３  前項の規定により原状回復等を行おうとする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関

係人の請求があった場合においては、これを提示しなければならない。  

 

 

 

 

 備考 用紙の大きさは、縦５５ミリメートル、横８５ミリメートルとする。 

 

 

写 真  

 

  契印  



様式第５号（第５条関係） 

（表面） 

第    号  

景観重要樹木の原状回復等に係る身分証明書 

 

 

所 属 

職 名 

氏 名 

 

 

 

 

 上記の者は、景観法第３２条第１項において準用する同法第２３条第２項の規

定による原状回復等を行うことができる職員であることを証明する。 

    年  月  日 

鹿沼市長         印  

 

有効期限：    年  月  日まで 

（裏面） 

   景観法（抜粋）  

（原状回復命令等）   

第２３条 略  

２  前項の規定により原状回復又はこれに代わるべき必要な措置（以下この条において「原

状回復等」という。）を命じようとする場合において、過失がなくて当該原状回復等を命ず

べき者を確知することができないときは、景観行政団体の長は、その者の負担において、

当該原状回復等を自ら行い、又はその命じた者若しくは委任した者にこれを行わせること

ができる。後段略  

３  前項の規定により原状回復等を行おうとする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関

係人の請求があった場合においては、これを提示しなければならない。  

（原状回復命令等についての準用）   

第３２条  第２３条の規定は、前条第１項の規定に違反した者又は同条第２項において準用

する第２２条第３項の規定により許可に付された条件に違反した者がある場合について準

用する。後段略  

２ 略  

 備考 用紙の大きさは、縦５５ミリメートル、横８５ミリメートルとする。 

 

 

写 真  

 

  契印  



様式第６号（第６条関係） 

第    号  

    年  月  日  

         様  

 

鹿沼市長        印  

 

 

景観計画区域内行為（変更）届出適合通知書  

 

 

 

  年  月  日付けで届出のあった行為については、鹿沼市景観計画景観

形成基準に適合しているため、次のとおり通知します。  

 

 

 

１ 届出のあった行為  

 (1) 行為を行う場所 

 

 

 

 (2) 行為の種類 

 

 

 

 

２ 行為に着手することができる年月日  

  届出のあった行為については、    年  月  日から着手することがで

きます。 

 



様式第７号（第７条関係） 

鹿  沼  市  景  観  重  要  建  造  物  指  定  標  識  

指 定 番 号 第         号  

指定年月日 年    月    日  

名     称  

この標識は、景観法第２１条第２項の規定により設置するものです。  

備考 寸法は、縦２０センチメートル以上、横３０センチメートル以上とする。  

様式第８号（第７条関係）  

鹿  沼  市  景  観  重  要  樹  木  指  定  標  識  

指 定 番 号 第         号  

指定年月日 年    月    日  

樹  種  

この標識は、景観法第３０条第２項の規定により設置するものです。  

備考 寸法は、縦２０センチメートル以上、横３０センチメートル以上とする。  

 

 

 


